
 

 

事 業 名 称 木更津市空家対策ガイドブック作成 

事 業主 体 名 木更津市 

連 携 先  

対 象 地 域 千葉県木更津市 

事 業 概 要 
木更津市空家対策ガイドブックの作成。 

市政協力員を担い手へ育成。 

事 業の 特 徴 将来の危険な空家発生の予防を重視する。 

成 果 
木更津市空家対策ガイドブックの作成。 

市政協力員との空家対策への連携対策構築。 

成果の公表方法 
木更津市ホームページ内で公表。データのダウンロード可能。 

https://www.city.kisarazu.lg.jp/kurashi/jutaku/akiya/1007820.html 

 

１．事業の背景と目的 

■背景 

現在空家の相談・苦情対応については木更津市住宅課が一括で受け付けている。Ｈ２９年度より空

家対策に対する取り組みを行い、令和３年１月末時点までに３１８件の状態改善（うち１２１件空家

解体）、１件の行政代執行、２件の略式代執行へと至った。 

 しかし、特定空家等を含む、状態改善に至った空家の多くは、市に連絡が入り、助言・指導を開始

した時には、すでに問題が困難化していて、解決までに長い期間を要している。 

 

事例１ 

  倒壊の危険があったため特定空家等に認定。 

  所有者が高齢のため解体までの手続きに時間がかかった。現在は所有者親族のサポートにより自

主解体が進んでいるが、苦情を受けてから６年が経過した。 

 

事例２ 

倒壊の危険があったため特定空家に認定。 

最終的には所有者が全て相続放棄をしたため略式代執行により解体工事を行ったが、相続人多数

のため、所有者調査に時間がかかることとなった。 

 

■課題 

今後さらに空家が増加し、その中で特定空家等を含む危険な空家も増加することが予測される。 

これまでは市の対策により、所有者による自主改善や、代執行による解体で、対応が間に合ってい

たが、改善まで長期化する空家が増えてしまうと、近隣住民が長く危険な状態に晒されることになり、

倒壊等による被害を受ける可能性が高くなってしまう。 

そのため、この将来的に発生が予測される危険を防ぐための取り組みが必要となる。 



 

 

■目的 

空家は、発生してすぐに危険な空家となるわけではなく、当初は問題のなかった空家が、長い期間

放置された結果、状態が悪化したものである。 

転居や、所有者の死亡等、空家が発生した後すぐに適切な手続や管理を行うことができれば将来の

危険な空家の発生を防げる可能性は高くなると思われる。 

そのため、「指導・助言、代執行等危険な空家への対策」と同時に、「危険な空家の発生の予防」を

目的とし、そのための連携体制を構築するために、担い手育成を行う。 

 

目標とする連携体制 

・担い手が地域住民へ空家問題について普及・啓発することで、地域が自発的に空家対策を行える

ような体制を構築する。 

・市が市政協力員より把握していない空家情報を得る事で、空家について早期の対策開始をする。 

 



 

 

２．事業の内容 

（１）事業の概要と手順 

 

図１：フロー図 

 

 

 

図２：役割分担表（赤字は中間報告以降の変更点） 

 



 

 

図３：進捗状況（赤字部分は中間報告以降の変更点） 



 

 

（２）事業の取組詳細 

①空家対策ガイドブックの作成について 

市内各機関より情報収集し、ガイドブックに掲載する事項を集めた。 

協力機関 

千葉県宅地建物取引業協会 南総支部 

千葉県建築士事務所協会 君津支部 

千葉司法書士会 木更津支部 

 

令和２年１１月５日：協力機関との勉強会開催。 

写真１：木更津市役所朝日庁舎 ガイドブック作成のための勉強会 

 

ガイドブックに掲載する内容についての確認、意見交換を行った。 

 

〇課題・意見 

■不動産業者に相談するということが空家所有者、利用者には敷居が高くなってしまっている。相談

に繋げるために、ガイドブックの内容はできる限り簡単にしたほうが良い。 

■事例や制度について細かく説明するようなものではなく、所有者を前向きに、専門家への相談に促

せるような内容にしたい。 

■今後少子高齢化が進む中で、相続者多数・所有者不明空家に関する問題も出てくると思われる。こ

れらの注意喚起も内容に盛り込むほうが良い。 

■不動産業者の中には、自身で空家を買い取り、リフォームして、売却しているような業者もある。

自身でリフォームができない。解体費用も出せないような人でも、そのような業者に相談することで

解決の可能性がある。 

■解体費用が高く解体を断念する人が多い。費用が高騰する理由の一つとして、樹木の繁茂がある。

樹木についての相談先として、植木業者の組合にも話を聞いたらどうか。 

 

 

また、空家管理情報の掲載のため、 

木更津市 環境管理課（害虫対策） 

木更津市 まち美化推進課（雑草処理、管理） 

木更津市植木共同組合（樹木伐採、管理） 

より情報収集、意見交換を行った。 



 

 

担い手育成の対象として、空家対策の重点区域として定めている地区（大久保団地地区、駅前中心

市街地地区）の市政協力員を選択。 

ガイドブック作成・担い手育成に先駆け、一部地域で市と市政協力員との合同空家調査を実施。そ

の中で事業概要の説明、今後の担い手体制構築の依頼、意見交換を行った。 

 

令和２年９月１５日大久保３丁目地区（大久保団地地区）合同調査 

写真２：合同調査写真 

 

 

令和２年９月２３日富士見地区（駅前中心市街地地区）合同調査 

写真３：合同調査写真 

 

 

 

②空家対策ガイドブック配付・連携強化について 

令和３年１月１０日大久保団地地区説明会開催 

写真４：説明会写真 

 

木更津市空家対策ガイドブックの配付、内容説明。今後の空家対策のための連携構築の依頼と提案

を行った。 



 

 

令和３年１月１５日 

本来であれば、中心市街地地区でも説明会を開催する予定だったが、現在のコロナ禍の状況を鑑み

中止。 

代替として、１月１４日～１月１９日の間に中心市街地地区市政協力員へ個別にガイドブックを配

付し、内容説明を行った。 

 

③担い手の相談受付・ガイドブック活用について 

木更津市ホームページ上でガイドブックの公開（令和３年１月２１日） 

内容の閲覧と、ＰＤＦデータのダウンロードが可能。 

https://www.city.kisarazu.lg.jp/kurashi/jutaku/akiya/1007820.html 

 

図４：木更津市ホームページ「木更津市空家対策ガイドブックのご紹介」スクリーンショット 

 

 

木更津市役所住宅課窓口・市内公民館（１６ヶ所）でガイドブック配付 

写真５：木更津市役所住宅課窓口 

 

 

市政協力員へ説明を行った重点区域４，８９７世帯へガイドブックの回覧。 

市政協力員への配付手続は終了し、３月に回覧予定。 



 

 

（３）成果 

令和２年１２月２８日 木更津市空家対策ガイドブック完成 

図５：ガイドブック表紙 

          

図６：ガイドブック目次         図７：２３Ｐ 空家に関する相談窓口一覧 

  

フルカラー Ａ４サイズ 全２４Ｐ 

掲載内容 

・空家放置の問題性 

・空家の利活用方法 

・空家の管理方法 

・各種手続き 

・相談先の一覧 

・その他関連情報



 

 

図：８ ８Ｐ 空家を資産として利活用する   図９：１３Ｐ 空家を解体する 

     

本ガイドブックを活用する担い手である市政協力員にも使いやすくするため、内容については簡潔

で、わかりやすいものとした。 

また、空家所有者が各専門機関への相談に対するハードルを高く感じていることが相談に繋がらな

い理由ではないか、という意見があったため、相談に促すことを強調する内容とした。（例：赤枠部分） 

 

 

図１０：７Ｐ 今からできる空家予防 

本事業の目的は、空家発生の予防なので、空家利活用、

管理方法だけでなく予防についてのページも作成した。 

 



 

 

３．評価と課題 

①空家対策ガイドブックの作成について 

当初の予定ではレイアウト・デザイン作成も含めて委託発注を行う予定であったが、住宅課でつく

ることで減額となった。補助金金額変更（令和２年１２月２８日 補助金変更承認）。 

当初予定より印刷部数を多く変更。より広く配付をすることで活用する。 

 

ガイドブック作成の効果 

 ガイドブックを住民へ回覧後、何件か電話で住宅課へ内容や、配付希望の問合せがあった。 

 

本ガイドブック作成以降、住宅課窓口で 

「現在空家を所有しているが、（高齢・転居等により）将来使用しない予定なのでどうしたらよいか」 

という相談に対しガイドブックを配付し活用することができている。 

 

②空家対策ガイドブック配付・連携強化について 

当初の予定通り、空家対策重点区域の市政協力員に対し、担い手育成と、連携体制構築を行うこと

ができた。 

得られた課題等 

■合同調査を行う中で、市政協力員や、地域住民が空家所有者の現状や連絡先を把握している例があ

った。 

■地域住民は空家として把握しているが、特に被害を受けていないといった理由で市へ相談をしてい

ない物があった。これら空家についての情報も、担い手から情報提供で受けることができれば、早期

の対策、利活用の呼びかけ行うことができる。 

■空家の所有者だけでなく市政協力員の中にも、空き店舗や空家について、どこに相談をしてよいか

わからなということで放置をしている空家があることが分かった。積極的かつ継続的な空家問題の周

知が重要と思われる。 

■市政協力員は転居者から町内会脱退の連絡を受け、事前に把握することができる場合がある。これ

ら転居者に対して、空家管理の声掛けや緊急連絡先の聞き取り（災害で被害を受けた際すぐに報告を

するため）を行うことが重要でははないかという提案があり、活動にフィードバックされている。 

 

図１１：担い手用説明資料抜粋 

  

空家問題の早期解決、予

防のためには、地域の内情

を知る市政協力員の協力

が重要であることを説明

するために使用した資料。 

市政協力員の意見を参

考に、赤枠強調部分を作

成。 



 

 

③担い手の相談受付・ガイドブック活用について 

 説明会以降。住民からの相談対応や、声掛け等を依頼しています。 

その中で、担い手育成を行った重点区域の市政協力員から、空家の情報提供があり調査を行った。 

 

写真６：令和３年２月１６日実施 空家調査 

 

 

調査を行った空家５件のうち１件は新規の空家だったため現在対応を行っているところである。 



 

 

４．今後の展開 

１：木更津市空家対策ガイドブックのさらなる活用 

・講座やイベント等にガイドブックを活用 

・市内各所に新たにガイドブックを設置 

・空家所有者への助言書等へガイドブックの内容について記載。同封。 

  図１２：空家所有者への助言書同封チラシ案 

  

・固定資産税納税通知同封チラシへガイドブックの内容について記載。同封 

 →令和３年４月１日に送付予定。現在内容等について調整中。 

等に活用し、空家対策の周知、普及啓発を図る。 

 

２：事業の拡大 

図１３ 担い手連携体制構築の流れ（イメージ） 

 

担い手への事業周知から、地区内の空家情報の共有までを１つの流れとし、改良を加えながら順次対

象地域を広げる。 

 



 

 

■事業主体概要・担当者名 

設立時期  

代表者名 木更津市長 渡辺 芳邦 

連絡先担当者名 都市整備部 住宅課 主任主事 小出 健太郎 

連絡先 
住所 〒292-8501 千葉県木更津市朝日３丁目１０番１９号 木更津市役所

朝日庁舎 

電話 ０４３８－２３－８５９９ 

ホームページ https://www.city.kisarazu.lg.jp 

 


